
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 5/1－5/7 5/8－5/14 5/15－5/21 5/22－5/28 5/29－6/4 

三 重 県 １．７１ ２．１７ ２．４３ ２．７２ ４．５１ 

滋 賀 県 １．２７ １．８２ ２．０７ １．７７ ２．４７ 

京 都 府 １．７６ ２．０３ ２．９６ ２．６０ ３．５１ 

大 阪 府 １．９６ １．８５ ２．３７ ２．７５ ３．３３ 

兵 庫 県 ０．６５ １．６８ ２．６２ ２．３６ ２．８９ 

奈 良 県 ０．７６ ２．５５ ３．３３ ３．２９ ４．５１ 

和歌山県 ０．８１ １．３５ １．７８ ２．６７ ２．７８ 

総数 １．８０ ２．６３ ３．５５ ３．６３ ４．５５ 

参考：厚労省HP（新型コロナウイルス感染症に関する報道発表資料：2023年 6月以降） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナは収束した訳ではございません！ 

５類に移行して感染対策が緩和されたため、緩やかな感染者数の上昇につながっていると考え

られます。夏に向けて気温が上がってきている中で、対策の徹底は難しいかもしれませんが、換気

や密の環境下でのマスクの装着など、日常生活の中で警戒を強めることが大切です。 

表１．新型コロナウイルス感染症（COVID－１９）定点当たり報告数推移 

OTG健康保険組合 

作成：保健師  小野 

文責：常務理事 大西昭彦 

2023年 5月 8日より、新型コロナウイルス感染症が 5類感染症に位置付けられました。 

その後、約 1カ月が経過しますが、感染状況は緩やかに増加しています。 

下の表※は、厚労省が週に１回公表している新型コロナウイルス感染症の「定点把握」です。 

全国約５０００の定点医療機関から報告された、直近１週間の１医療機関当たりの患者数を表し

ています。（※近畿地方と総数を抜粋） 

表１より、５類移行前（5/1～5/7）と最新のデータ（5/29～6/4）の患者数を比較する

と、三重県２．６倍、滋賀県１．９倍、京都府約１．９倍、大阪府１．６倍、兵庫県４．４倍、 

奈良県５．９倍、和歌山県３．４倍と近畿全域において増加しており、全国全体でみると、 

２．５倍に増加していることがわかりました。 

注意喚起 


